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市の中央部にある古墳時代から平

安時代の集落遺跡です｡通常の集落
ナえさ

遺跡と違って､須恵器が多量に見つ

かることと､近くに須恵器を焼いた
こう

窯跡があることから須恵器作りの工
じん

人の村ではないかと考えられる遺跡

です｡通常の集落遺跡の住居跡から
はじ卓

渉は須恵器よりも土師器の方が多く見

つかるのですが､ここでは､逆です｡
カ･め

また､須恵器の章を､丸く掘った

穴に入れたりしています(左の写
かま

真)｡この遺跡で､窯で焼き上げた須

恵器を持ってきて仕分けしたり､各

地へ送り出したりしたのかもしれま

せん｡
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発掘調査で竪穴住居跡などを掘ってい

ると､どうしてわかるんですかという質問

を受ける時があります｡左の写真は住居跡

を掘る前の状況です｡ある深さまで土を掘

り下げると､このようにきれいな住居の形

がわかります｡ちょうど､アスファルト道路

で工事のあとがわかるのといっしょです｡

始り下げ

住居跡がはっきりしたらその部分だけを

警i　少しずっ掘り下げます｡すると柱の穴やか

まどの跡､そして古代の人々が使った土器

などが見つかります(左の写真)｡

左下の写真はかまどの跡です｡高杯の脚
ILペカゝま

の部分などを鍋や釜をかける時の支脚のか

わりに使っています｡

出土品
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上園遺跡の住居跡や溝から多くの須恵器
はじ舌

や土師器が見つかりました｡下はその一部

です｡右半分が5世紀後半のもの､左半分

が6世紀中頃から後半にかけてのもので､

古墳時代中頃～後半に属します｡上園遺跡

では須恵器の方が多く見つかりました｡


